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１．はじめに  

 経年劣化した供用中の高架橋に対して，これまでは，コンクリート片の剥落防止を目的とし，従来から施工

してきた工法（以下，従来工法）で剥落防止工事を施工してきた．従来工法は，下地処理からトップコート塗

布まで 5 工程（3 日）と工程数が多く，時間的制約がある道路上や軌道内においては不利であった．今回は，

施工省力化を目的とし，工法の選定および選定した工法の実績について報告する． 

２．本報告の対象工事  

 工事概要：コンクリート構造物補修工事そのⅥ-1 その 3   

 工事場所：駅高架橋（写真-1） 

 施工会社：前田建設工業株式会社 

施工期間：2020/12/1～2021/3/31 

施工数量：1048.8 ㎡  

施工方法：仮設足場，高所作業車による施工 

３．工法の比較と選定 

 工法選定は，施工省力化が実現可能な工法で鉄道実績のある工法か

ら 8 工法抽出したが，最短施工日数が従来工法より掛る無機系シート工法 E 工法（4 日）と有機系工法 F 工

法（3 日）は，検討はするものの排除した．また，比較にあたりメーカーや施工実績を有する施工業者にヒ

アリングを行い，各工法について，(a)施工性(b)耐用年数(c)コスト(d)周囲影響の 4 項目とし，特に重要視する

(a)施工性は，項目配点(×2)として総合評価した(表-1)．評価結果より，BM シート工法（以下，BM シート）

を採用した． 

表-1 工法比較表 

 
 キーワード 剥落防止工事，表面被覆工，施工省力化，BM シート工法 

 連絡先 〒102-0072 東京都千代田区飯田橋 1-12-7 飯田橋センタービル TEL：03-3222-0826 

写真-1 駅高架橋(施工前) 
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４．ＢＭシート工法による施工 

 当該施工箇所について，BM シートにて施工を行った．供用中の高架

橋に対して施工し，施工省力化の検証，シートの仕上がりを確認した．

従来工法と BM シートとの施工実績の比較表を示す(表-2)． 

従来工法の施工実績は，本報告の対象工事の前に施工した，Ⅵ—1 そ

の 2 工事（施工期間:2020/10/12～2021/01/31）である． 

表-2 施工実績の比較表 

 

５．まとめ 

今回の施工箇所は，駅高架橋下の厳しい施工条件であったが，従来

工法よりも足場，高車ともに短期間で施工完了し，選定した工法の施

工省力化の効果を確認することができ，仕上がり出来映も好評であっ

た．今後は，時間的制約のある道路上や軌道内での施工でも同様の実績

が得られるかを検証する． 

最後に，本報告を作成するにあたり，協力して頂いた関係者の皆様に厚くお礼を申し上げます． 

写真-3 駅高架橋（施工後） 

写真-2 BM シート施工後（ホームスラブ） 
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